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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

① 当期の概況及び経営成績

当期のわが国経済は、中国をはじめとする新興国経済の成長鈍化や原油価格の下落の影響等に伴い、生

産や輸出に弱い動きがみられましたが、全体としては緩やかな回復を続けました。一方、主要営業基盤

である宮城県の景況は、生産や個人消費に弱い動きがみられたものの、震災復興需要などに伴い経済活動

は総じて高水準で推移しており、基調としては緩やかな回復を続けました。 

こうしたなか、金利情勢については、日銀によるマイナス金利付き量的・質的金融緩和の導入を背景に、長

期金利は、平成28年２月以降、マイナス金利となるなど、過去最低水準で推移しました。一方、短期金利は、

ゼロ近傍で推移しました。また、株価は、好調な企業業績などを背景に、平成27年４月には日経平均株価が約

15 年ぶりに２万円台を回復しましたが、期の後半にかけて世界経済の減速懸念の高まり等を反映し、平成 28

年２月には日経平均株価が一時１万４千円台となるなど、下落基調で推移しました。この間、為替相場は、期

初の１ドル＝120円台から、期の後半にかけて円高が進行し、期末には１ドル＝112円台となりました。 

以上のような経済環境のもと、当行及び連結子会社各社は、株主・取引先の皆さまのご支援のもとに、

役職員が一体となって営業の推進と震災復興支援に努めてまいりました。その結果、当行及び連結子会

社による当期の業績は、次のとおりとなりました。 

損益状況につきましては、有価証券利息配当金の増加等により資金運用収益が増加したほか、貸倒引

当金戻入益の計上等により、その他経常収益が増加したことから、経常収益は前期比 30 億 91 百万円増

加の 1,160 億 77 百万円となりました。他方、経常費用は、国債等債券償却の増加等により、その他業

務費用が増加したほか、平成 28 年１月のＭＥＪＡＲ移行に伴うシステム関連費用の計上により、営業

経費が増加したこと等から、84億10百万円増加の885億46百万円となりました。 

この結果、経常利益は前期比 53 億 18 百万円減少の 275 億 31 百万円、親会社株主に帰属する当期純

利益は 11 億 92 百万円減少の 158 億 57 百万円となり、１株当たり当期純利益は 42 円 37 銭となりまし

た。 

② 次期の見通し

国内の景気は、海外経済の不確実性の高まりなどによる下押しリスクが懸念されますが、企業収益や

雇用・所得環境の改善等により、景気の回復基調は継続するものと見込まれる状況にあります。 

一方、主要な営業基盤である宮城県の景気は、復興事業の進展に伴い、震災復興需要は次第に減少す

るとみられるものの、住宅投資が高水準で推移すること等により、景気の回復基調は継続するものと見

込まれます。 

このような経済環境のもと、平成 28 年度の業績見通しは、経常利益 280 億円、親会社株主に帰属す

る当期純利益180億円を見込んでおります。 

また、当行単体では、経常利益260億円、当期純利益180億円を見込んでおります。 
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（２）財政状態に関する分析 

① 資産・負債の状況

預金（譲渡性預金を含む）

預金（譲渡性預金を含む）は、公金預金は減少したものの、法人預金および個人預金が増加したこ

と等から、期中1,144億円増加し、期末残高は7兆9,637億円となりました。 

貸 出 金 

貸出金は、地公体等向け貸出が減少したものの、中小企業向け貸出および住宅ローンを中心に増加

したこと等から、期中1,311億円増加し、期末残高は4兆3,507億円となりました。 

有価証券 

有価証券は、公金預金の減少に伴い、国債の運用額が減少したこと等から、期中 2,060 億円減少し、

期末残高は、3兆4,915億円となりました。 

総 資 産 

総資産は、期中101億円増加し、期末残高は8兆5,985億円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、貸出金が増加したこと等により 1,530 億円のマイナスとなり

ました。また、前期との比較でも、コールローン等の増加を主因に456億30百万円減少しました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却・償還等により1,470億64百万円のプラスと

なりました。また、前期との比較でも、有価証券の償還による収入の増加等により291億54百万円増加

しました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、劣後特約付借入金の返済による支出等により233億88百万円

のマイナスとなりました。前期との比較でも、劣後特約付借入金の返済による支出の増加等により 203

億70百万円減少しました。 

以上の結果、現金及び現金同等物は期中 293 億 48 百万円減少し、期末残高は 4,827 億 33 百万円とな

りました。 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当行は、銀行業としての公共的性格と経営の健全性維持等を考慮し、安定的な配当を継続していくこ

とを基本方針としております。なお、内部留保資金につきましては、店舗設備およびシステム投資等に

充当し、お客さまの利便性向上に努めるとともに、経営基盤の一層の強化をはかってまいりたいと存じ

ます。 

  上記の基本方針のもと、当期の期末配当金につきましては、１株あたり４円50銭を予定しており、実

施済の中間配当金とあわせ、１株当たり年間配当金は９円となる予定であります。 

また、次期配当につきましても、当期同様１株当たり９円（うち中間配当金４円50銭）を見込んでお

ります。 
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２．企業集団の状況 

当行及び当行の関係会社は、当行、子会社６社で構成され、銀行業務を中心に、リース業務のほか、ク

レジットカード業務などの金融サービスを提供しております。 

事業系統図で示すと次のとおりであります。 

・本店のほか支店136、出張所５ 

・銀行の従属業務を専ら営む連結子会社２社 

七十七ビジネスサービス株式会社（現金等の精査整理） 

七十七事務代行株式会社（担保不動産の調査、債権書類の保管業務、 

事務等受託業務） 

・金融関連業務を専ら営む連結子会社１社 

七十七リース株式会社（リース業務） 

・金融関連業務を専ら営む連結子会社３社 

七十七信用保証株式会社（信用保証業務） 

七十七コンピューターサービス株式会社（電子計算機器等による計算業務の受託） 

株式会社七十七カード（クレジットカード業務） 

３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当行は、堅実経営を旨として、「地域と共に成長し、地域から最も頼りにされる『価値創造銀行』」を目

指すことを基本方針としております。また、10 年後にあるべき当行の姿として、「地域における新たな価

値の創造を通じて、あらゆる環境の変化に対応できる収益基盤を構築し、地方銀行 10 位以内の規模と収

益力を兼ね備えた東北のトップバンク」を目指すことを掲げております。 

（２）中長期的な会社の経営戦略 

当行では、平成 27 年４月から平成 30 年３月までの３か年を計画年度とする中期経営計画｢ＶＡＬＵＥ 

ＵＰ ～価値創造への挑戦～」をスタートさせております。 

当計画では、「震災復興支援の強化」、「収益基盤の強化」、「地域価値の向上」、「ＭＥＪＡＲへの円滑な

移行と活用」の４点を基本方針として取り組み、「地域と共に成長し、地域から最も頼りにされる『価値

創造銀行』」の具現化を目指してまいりたいと存じます。 

また、積極的な情報開示に努め、より透明性の高い経営を実践し、地域・顧客・株主・投資家の皆さま

から強く支持される銀行の実現に努めてまいりたいと存じます。 

七
十
七
銀
行 

銀行業務 

リース業務 

その他 
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（３）目標とする経営指標 

中期経営計画「ＶＡＬＵＥ ＵＰ ～価値創造への挑戦～」では、基本目標として次の項目を掲げてお

ります。なお、現時点における経営指標と実績は次のとおりであります。 

項 目 
基本目標 

(平成29年度) 
当期実績 

当期純利益（※）     200億円以上 157億円

貸出金利息増加額 

［平成26年度対比］

[平成26年度]

(454億円) 
15億円以上

[平成27年度] 

(439億円) 
△15億円

役務取引等利益     105億円以上 100億円

コアＯＨＲ（コア業務粗利益経費率） 65％未満 76.48％

宮城県内貸出金増加額(末残) 

［平成26年度末対比］

[平成26年度末]

(2兆9,177億円)
2,500億円以上

[平成27年度末] 

(3兆272億円) 
1,095億円

仙台市内貸出金増加額(末残) 

［平成26年度末対比］ 

[平成26年度末]

(2兆312億円) 
1,500億円以上

[平成27年度末] 

(2兆974億円) 
662億円

※ 当期純利益200億円以上を達成すると、ＲＯＥ（当期純利益ベース）は5％程度となる見込です。 

（４）会社の対処すべき課題 

地域に甚大な被害をもたらした東日本大震災から５年が経過し、沿岸部では人手不足等の課題を抱え

ながらも、宅地造成・供給が本格化しており、交通インフラの充実や商業施設の開業など、まちづくり・

産業再生に向けた動きが進展しております。 

このようななか、地域金融機関は、金融仲介機能を十分に発揮するとともに、それぞれの地域に根ざ

した取引先企業の事業性・将来性を適切に評価し、事業価値の向上につながる支援を通じて、地域産業の

成長・発展に貢献する必要があります。また、人口減少や少子高齢化の進展を踏まえ、新たな産業基盤

と雇用の創出に向けた支援など、地方創生に向けた取組みを通じて、地域価値の向上につなげていくこ

とが求められております。このほか、コンプライアンス態勢およびリスク管理態勢の強化への取組みを

継続し、強固な経営基盤を構築していかなければなりません。 

こうした課題に積極的に対処するため、当行は、昨年４月よりスタートした中期経営計画「ＶＡＬＵＥ 

ＵＰ ～価値創造への挑戦～」に基づき、地域の皆さまとのお取引を一層深め、地域社会・経済の発展に

貢献するという地域金融機関本来の使命に徹した経営を推進してまいる所存であります。 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

   当行グループは、日本基準を適用しております。なお、国際会計基準（ＩＦＲＳ）の適用については、

国内外の情勢等を考慮のうえ、適切に対応してまいります。 



５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

現金預け金 514,617 485,921

コールローン及び買入手形 20,636 115,560

買入金銭債権 4,561 4,740

商品有価証券 11,397 28,056

金銭の信託 84,093 76,278

有価証券 3,697,570 3,491,511

貸出金 4,219,621 4,350,795

外国為替 3,328 4,313

リース債権及びリース投資資産 15,879 15,556

その他資産 23,034 27,532

有形固定資産 37,407 35,969

建物 9,179 8,834

土地 20,571 20,222

リース資産 135 105

建設仮勘定 536 257

その他の有形固定資産 6,984 6,549

無形固定資産 325 308

ソフトウエア 18 12

その他の無形固定資産 306 295

繰延税金資産 2,292 1,687

支払承諾見返 37,650 35,302

貸倒引当金 △83,954 △74,950

資産の部合計 8,588,463 8,598,583
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

預金 7,189,909 7,320,108

譲渡性預金 659,390 643,630

コールマネー及び売渡手形 67,054 －

債券貸借取引受入担保金 39,264 20,908

借用金 24,871 4,466

外国為替 296 82

その他負債 32,211 66,825

役員賞与引当金 41 41

退職給付に係る負債 27,703 36,278

役員退職慰労引当金 45 47

睡眠預金払戻損失引当金 339 403

偶発損失引当金 934 799

災害損失引当金 7 7

繰延税金負債 36,714 17,371

支払承諾 37,650 35,302

負債の部合計 8,116,434 8,146,272

純資産の部

資本金 24,658 24,658

資本剰余金 7,835 7,835

利益剰余金 292,420 304,910

自己株式 △4,393 △4,396

株主資本合計 320,520 333,007

その他有価証券評価差額金 139,396 115,223

繰延ヘッジ損益 △415 △3,446

退職給付に係る調整累計額 △1,637 △8,495

その他の包括利益累計額合計 137,343 103,281

新株予約権 593 721

非支配株主持分 13,571 15,301

純資産の部合計 472,029 452,310

負債及び純資産の部合計 8,588,463 8,598,583
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

経常収益 112,986 116,077

資金運用収益 74,032 74,888

貸出金利息 45,497 43,997

有価証券利息配当金 28,278 30,610

コールローン利息及び買入手形利息 92 63

預け金利息 88 143

その他の受入利息 75 73

役務取引等収益 17,291 17,208

その他業務収益 11,742 10,514

その他経常収益 9,921 13,466

貸倒引当金戻入益 4,601 7,193

その他の経常収益 5,320 6,272

経常費用 80,136 88,546

資金調達費用 3,751 3,980

預金利息 2,307 2,274

譲渡性預金利息 577 494

コールマネー利息及び売渡手形利息 313 366

債券貸借取引支払利息 72 181

借用金利息 75 47

その他の支払利息 405 616

役務取引等費用 5,447 5,689

その他業務費用 9,334 13,502

営業経費 60,118 63,646

その他経常費用 1,484 1,727

その他の経常費用 1,484 1,727

経常利益 32,849 27,531

特別利益 － －

特別損失 184 438

減損損失 184 438

税金等調整前当期純利益 32,664 27,092

法人税、住民税及び事業税 5,560 9,119

法人税等調整額 8,781 383

法人税等合計 14,341 9,502

当期純利益 18,323 17,589

非支配株主に帰属する当期純利益 1,273 1,731

親会社株主に帰属する当期純利益 17,049 15,857
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 18,323 17,589

その他の包括利益 61,011 △34,055

その他有価証券評価差額金 59,066 △24,166

繰延ヘッジ損益 △167 △3,030

退職給付に係る調整額 2,112 △6,858

包括利益 79,334 △16,466

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 77,981 △18,204

非支配株主に係る包括利益 1,353 1,738
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,658 7,835 279,808 △4,450 307,851

会計方針の変更による

累積的影響額
△1,426 △1,426

会計方針の変更を反映

した当期首残高
24,658 7,835 278,382 △4,450 306,425

当期変動額

剰余金の配当 △2,993 △2,993

親会社株主に帰属する

当期純利益
17,049 17,049

自己株式の取得 △19 △19

自己株式の処分 △18 76 58

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 14,038 56 14,095

当期末残高 24,658 7,835 292,420 △4,393 320,520

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 80,409 △248 △3,749 76,412 521 12,226 397,011

会計方針の変更による

累積的影響額
△1,426

会計方針の変更を反映

した当期首残高
80,409 △248 △3,749 76,412 521 12,226 395,585

当期変動額

剰余金の配当 △2,993

親会社株主に帰属する

当期純利益
17,049

自己株式の取得 △19

自己株式の処分 58

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
58,986 △167 2,112 60,931 72 1,344 62,348

当期変動額合計 58,986 △167 2,112 60,931 72 1,344 76,444

当期末残高 139,396 △415 △1,637 137,343 593 13,571 472,029
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 24,658 7,835 292,420 △4,393 320,520

会計方針の変更による

累積的影響額
－ －

会計方針の変更を反映

した当期首残高
24,658 7,835 292,420 △4,393 320,520

当期変動額

剰余金の配当 △3,368 △3,368

親会社株主に帰属する

当期純利益
15,857 15,857

自己株式の取得 △14 △14

自己株式の処分 △0 11 11

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 12,489 △3 12,486

当期末残高 24,658 7,835 304,910 △4,396 333,007

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 139,396 △415 △1,637 137,343 593 13,571 472,029

会計方針の変更による

累積的影響額
－

会計方針の変更を反映

した当期首残高
139,396 △415 △1,637 137,343 593 13,571 472,029

当期変動額

剰余金の配当 △3,368

親会社株主に帰属する

当期純利益
15,857

自己株式の取得 △14

自己株式の処分 11

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△24,172 △3,030 △6,858 △34,062 127 1,729 △32,205

当期変動額合計 △24,172 △3,030 △6,858 △34,062 127 1,729 △19,718

当期末残高 115,223 △3,446 △8,495 103,281 721 15,301 452,310

決算短信（宝印刷） 2016年05月04日 11時36分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）

㈱七十七銀行（8341）平成28年３月期決算短信

- 11 -



（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 32,664 27,092

減価償却費 4,336 4,336

減損損失 184 438

貸倒引当金の増減（△） △8,773 △9,004

偶発損失引当金の増減（△） △35 △134

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 0 0

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △8,552 △1,224

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 1

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 8 64

資金運用収益 △74,032 △74,888

資金調達費用 3,751 3,980

有価証券関係損益（△） △761 2,932

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △2,878 △1,821

為替差損益（△は益） △36,326 15,769

固定資産処分損益（△は益） 219 △72

貸出金の純増（△）減 △221,411 △131,174

預金の純増減（△） 61,450 130,198

譲渡性預金の純増減（△） △84,030 △15,760

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減（△） △369 △404

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 295 △653

コールローン等の純増（△）減 138,895 △95,102

コールマネー等の純増減（△） 4,119 △67,054

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 5,290 △18,355

商品有価証券の純増（△）減 4,735 △16,659

外国為替（資産）の純増（△）減 3,310 △985

外国為替（負債）の純増減（△） 131 △213

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 699 323

資金運用による収入 81,182 81,246

資金調達による支出 △3,974 △4,284

その他 2,572 23,103

小計 △97,292 △148,306

法人税等の支払額 △10,077 △4,693

営業活動によるキャッシュ・フロー △107,370 △153,000
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △506,684 △676,027

有価証券の売却による収入 142,003 87,751

有価証券の償還による収入 497,753 736,471

金銭の信託の増加による支出 △12,500 －

金銭の信託の減少による収入 2,384 2,085

有形固定資産の取得による支出 △5,149 △3,360

有形固定資産の売却による収入 128 157

無形固定資産の取得による支出 △1 △1

資産除去債務の履行による支出 △24 △11

投資活動によるキャッシュ・フロー 117,910 147,064

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付借入金の返済による支出 － △20,000

自己株式の取得による支出 △19 △14

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △2,991 △3,365

非支配株主への配当金の支払額 △8 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,018 △23,388

現金及び現金同等物に係る換算差額 37 △24

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,559 △29,348

現金及び現金同等物の期首残高 504,523 512,082

現金及び現金同等物の期末残高 512,082 482,733
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

（会計方針の変更） 

  （「企業結合に関する会計基準」等の適用） 

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する

会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成25年９月13日）等を、当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少

数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、

前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っております。 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報）

当行グループは、銀行業務を中心に、リース業務、その他の金融サービスに係る事業を行っており

ます。当行グループの報告セグメントは、そのセグメントごとに分離された財務情報が入手可能なも

のであり、経営陣による定期的な業績評価及び資源配分の意思決定を行う対象となっているものです。 

当行グループの報告セグメントは「銀行業務」のみであり、「その他」の重要性が乏しいことから、

記載を省略しております。
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 (１株当たり情報) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額 円 1,165.83

１株当たり当期純利益金額 円 42.37

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 円 42.18

(注) １株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期 

純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

   (1) １株当たり純資産額 

当連結会計年度 
(平成28年３月31日) 

純資産の部の合計額 百万円 452,310

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 16,022

（うち新株予約権） 百万円 721

（うち非支配株主持分） 百万円 15,301

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 436,288

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数 千株 374,228

 (2) １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
至 平成28年３月31日)

１株当たり当期純利益金額 

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 15,857

普通株主に帰属しない金額 百万円 ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純
利益 百万円 15,857

普通株式の期中平均株式数 千株 374,234

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 

親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 ―

普通株式増加数 千株 1,652

うち新株予約権 千株 1,652

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり当期純利益金額の算定に含めなかった
潜在株式の概要 

―

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 
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（８）追加情報 

（税効果会計関係） 

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等

の法律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月29日に成立し、平成28年４月１日以後に開始する連結

会計年度から法人税率等の引下げが行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延

税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の33.0％から、平成28年４月１日に開始する連結会計

年度に解消が見込まれる一時差異については30.8％、平成29年４月１日に開始する連結会計年度に解

消が見込まれる一時差異については30.6％、平成30年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が

見込まれる一時差異については30.4％となります。この税率変更により、繰延税金資産は33百万円減

少し、繰延税金負債は986百万円減少し、その他有価証券評価差額金は2,543百万円増加し、法人税等

調整額は1,316百万円増加しております。 



６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

資産の部

現金預け金 514,606 485,911

現金 47,693 55,918

預け金 466,912 429,992

コールローン 20,636 115,560

買入金銭債権 4,561 4,740

商品有価証券 11,397 28,056

商品国債 886 590

商品地方債 2,512 5,464

その他の商品有価証券 7,998 22,001

金銭の信託 84,093 76,278

有価証券 3,683,636 3,478,904

国債 2,003,329 1,560,945

地方債 75,630 228,957

社債 950,662 997,218

株式 142,496 125,208

その他の証券 511,516 566,575

貸出金 4,227,655 4,357,890

割引手形 12,104 10,331

手形貸付 166,062 160,996

証書貸付 3,451,469 3,632,934

当座貸越 598,018 553,628

外国為替 3,328 4,313

外国他店預け 2,999 4,139

買入外国為替 326 170

取立外国為替 2 3

その他資産 10,920 15,348

未決済為替貸 4 5

前払費用 55 36

未収収益 6,693 6,200

金融派生商品 967 4,893

その他の資産 3,199 4,211

有形固定資産 36,973 35,571

建物 9,166 8,823

土地 20,571 20,222

リース資産 376 191

建設仮勘定 536 257

その他の有形固定資産 6,323 6,076

無形固定資産 301 290

その他の無形固定資産 301 290

支払承諾見返 37,650 35,302

貸倒引当金 △76,044 △68,116

資産の部合計 8,559,715 8,570,052
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

負債の部

預金 7,195,348 7,325,912

当座預金 169,733 180,053

普通預金 4,249,516 4,430,849

貯蓄預金 135,980 133,541

通知預金 11,691 11,226

定期預金 2,505,666 2,476,427

定期積金 16,336 16,540

その他の預金 106,423 77,272

譲渡性預金 659,590 645,330

コールマネー 67,054 －

債券貸借取引受入担保金 39,264 20,908

借用金 20,474 500

借入金 20,474 500

外国為替 296 82

売渡外国為替 199 25

未払外国為替 96 56

その他負債 18,490 52,946

未決済為替借 8 31

未払法人税等 705 4,609

未払費用 4,666 4,200

前受収益 1,677 1,589

給付補填備金 3 4

金融派生商品 3,254 5,859

リース債務 480 250

資産除去債務 626 641

その他の負債 7,067 35,759

役員賞与引当金 25 25

退職給付引当金 24,865 23,641

睡眠預金払戻損失引当金 339 403

偶発損失引当金 934 799

災害損失引当金 7 7

繰延税金負債 37,504 21,108

支払承諾 37,650 35,302

負債の部合計 8,101,845 8,126,968
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当事業年度
(平成28年３月31日)

純資産の部

資本金 24,658 24,658

資本剰余金 7,835 7,835

資本準備金 7,835 7,835

利益剰余金 290,249 302,543

利益準備金 24,658 24,658

その他利益剰余金 265,590 277,884

固定資産圧縮積立金 727 784

別途積立金 246,305 259,805

繰越利益剰余金 18,557 17,294

自己株式 △4,419 △4,422

株主資本合計 318,323 330,614

その他有価証券評価差額金 139,368 115,195

繰延ヘッジ損益 △415 △3,446

評価・換算差額等合計 138,953 111,748

新株予約権 593 721

純資産の部合計 457,870 443,084

負債及び純資産の部合計 8,559,715 8,570,052
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

経常収益 101,785 104,318

資金運用収益 73,878 74,750

貸出金利息 45,387 43,893

有価証券利息配当金 28,233 30,575

コールローン利息 92 63

預け金利息 88 143

その他の受入利息 75 73

役務取引等収益 16,273 16,182

受入為替手数料 6,842 6,864

その他の役務収益 9,431 9,318

その他業務収益 1,533 562

商品有価証券売買益 71 59

国債等債券売却益 1,305 471

国債等債券償還益 156 31

その他の業務収益 0 0

その他経常収益 10,100 12,821

貸倒引当金戻入益 4,603 6,386

株式等売却益 1,082 2,309

金銭の信託運用益 2,878 2,057

その他の経常収益 1,535 2,068

経常費用 71,322 79,975

資金調達費用 3,734 3,957

預金利息 2,308 2,275

譲渡性預金利息 577 494

コールマネー利息 313 366

債券貸借取引支払利息 72 181

借用金利息 30 7

金利スワップ支払利息 396 614

その他の支払利息 35 17

役務取引等費用 5,956 6,217

支払為替手数料 2,011 1,993

その他の役務費用 3,945 4,223

その他業務費用 1,881 6,242

外国為替売買損 117 1,245

国債等債券売却損 587 280

国債等債券償還損 478 710

国債等債券償却 635 3,991

金融派生商品費用 62 13

営業経費 58,323 61,863

その他経常費用 1,426 1,694

貸出金償却 29 5

株式等売却損 69 0

株式等償却 10 764

金銭の信託運用損 － 235

その他の経常費用 1,315 688

経常利益 30,463 24,342
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(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当事業年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

特別利益 － －

特別損失 184 438

減損損失 184 438

税引前当期純利益 30,278 23,903

法人税、住民税及び事業税 4,941 8,460

法人税等調整額 8,459 △218

法人税等合計 13,401 8,241

当期純利益 16,876 15,662
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 24,658 7,835 7,835 24,658 716 236,305 16,130 277,810

会計方針の変更による

累積的影響額
△1,426 △1,426

会計方針の変更を反映

した当期首残高
24,658 7,835 7,835 24,658 716 236,305 14,704 276,384

当期変動額

剰余金の配当 △2,993 △2,993

固定資産圧縮積立金の

積立
35 △35 －

固定資産圧縮積立金の

取崩
△23 23 －

別途積立金の積立 10,000 △10,000 －

当期純利益 16,876 16,876

自己株式の取得

自己株式の処分 △18 △18

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － 11 10,000 3,853 13,864

当期末残高 24,658 7,835 7,835 24,658 727 246,305 18,557 290,249

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等

合計

当期首残高 △4,476 305,827 80,390 △248 80,142 521 386,490

会計方針の変更による

累積的影響額
△1,426 △1,426

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△4,476 304,401 80,390 △248 80,142 521 385,064

当期変動額

剰余金の配当 △2,993 △2,993

固定資産圧縮積立金の

積立
－ －

固定資産圧縮積立金の

取崩
－ －

別途積立金の積立 － －

当期純利益 16,876 16,876

自己株式の取得 △19 △19 △19

自己株式の処分 76 58 58

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
58,978 △167 58,811 72 58,883

当期変動額合計 56 13,921 58,978 △167 58,811 72 72,805

当期末残高 △4,419 318,323 139,368 △415 138,953 593 457,870
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当事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 24,658 7,835 7,835 24,658 727 246,305 18,557 290,249

会計方針の変更による

累積的影響額
－ －

会計方針の変更を反映

した当期首残高
24,658 7,835 7,835 24,658 727 246,305 18,557 290,249

当期変動額

剰余金の配当 △3,368 △3,368

固定資産圧縮積立金の

積立
79 △79 －

固定資産圧縮積立金の

取崩
△23 23 －

別途積立金の積立 13,500 △13,500 －

当期純利益 15,662 15,662

自己株式の取得

自己株式の処分 △0 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － － － 56 13,500 △1,262 12,293

当期末残高 24,658 7,835 7,835 24,658 784 259,805 17,294 302,543

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等

合計

当期首残高 △4,419 318,323 139,368 △415 138,953 593 457,870

会計方針の変更による

累積的影響額
－ －

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△4,419 318,323 139,368 △415 138,953 593 457,870

当期変動額

剰余金の配当 △3,368 △3,368

固定資産圧縮積立金の

積立
－ －

固定資産圧縮積立金の

取崩
－ －

別途積立金の積立 － －

当期純利益 15,662 15,662

自己株式の取得 △14 △14 △14

自己株式の処分 11 11 11

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△24,173 △3,030 △27,204 127 △27,076

当期変動額合計 △3 12,290 △24,173 △3,030 △27,204 127 △14,786

当期末残高 △4,422 330,614 115,195 △3,446 111,748 721 443,084
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（４）継続企業の前提に関する注記
　　　該当事項はありません。




